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名古屋大学医学部附属病院教授・薬剤部長

山田 清文

３
ヵ月
の『
薬
剤
師レジ
デン
ト
制
度
』で
も

薬
剤
師
の
臨
床
能
力
は
飛
躍
的
に
伸
ば
せ
る
。 4
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M Y  O P I N I O N
───── 明日の薬剤師へ ─────

構成／武田 宏　　取材・文／及川 佐知枝　　撮影／林 渓泉

１
年
間
の
実
習
で
成
長
す
る
姿
を
見
て

薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
設
立
を
決
意

　

大
学
卒
業
後
、
一
般
的
な
診
療
で
頻
繁
に
か
か
わ
る
負
傷

や
疾
病
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

の
基
本
的
な
診
療
能
力
を
修
得
す
る
た
め
に
２
年
間
以
上
臨

床
現
場
で
研
修
を
受
け
る
―
―
医
師
の
世
界
で
は
法
律
に
よ

っ
て
必
修
化
さ
れ
、
当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
卒
後
臨

床
研
修
制
度
。
薬
剤
師
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
こ
う
し
た
法

整
備
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
半
の
薬
学
部
の
学
生
は
国
家

試
験
合
格
後
、
た
だ
ち
に
就
職
し
、
各
々
の
職
場
で
求
め
ら

れ
る
技
能
を
働
き
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
薬
剤
師
も
、
医
師
の
よ
う
に
国
家
資
格
取
得

後
、
病
院
で
一
定
の
臨
床
経
験
を
積
む
べ
き
だ
と
し
て
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
の
が
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
（
以
下
、

レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
）
だ
。
日
本
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
研

究
会
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
４
月
に
同
制
度
に
よ
る
採
用

を
予
定
し
て
い
る
病
院
は
32
。
中
で
も
旧
・
帝
国
大
学
と
し

て
い
ち
早
く
同
制
度
を
導
入
し
た
の
が
名
古
屋
大
学
医
学
部

附
属
病
院
（
以
下
、
名
大
病
院
）
で
あ
る
。

　

同
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
立
ち
上
げ
、
日
本
に
お
け
る

同
制
度
そ
の
も
の
の
け
ん
引
役
も
果
た
す
薬
剤
部
長
の
山
田

清
文
氏
に
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
か
ら
聞
い
た
。

「
当
院
薬
剤
部
に
勤
務
し
て
い
た
２
０
０
２
年
、
金
沢
大
学

薬
学
部
に
赴
任
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
薬
剤
師

資
格
を
取
得
し
た
学
生
を
対
象
に
、
修
士
課
程
に
お
い
て
11

ヵ
月
の
病
院
実
習
と
１
ヵ
月
の
薬
局
実
習
を
す
る
コ
ー
ス
を

担
当
し
た
の
で
す
」

　

こ
の
と
き
山
田
氏
は
、
学
生
た
ち
に
起
き
た
変
化
に
大
い

に
驚
い
た
と
話
す
。

「
１
年
間
で
し
た
が
、
臨
床
の
知
識
を
着
実
に
積
み
上
げ
、

目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
」

　

卒
後
の
臨
床
研
修
に
よ
っ
て
薬
剤
師
は
著
し
く
成
長
で
き

る
。
そ
う
確
信
し
た
山
田
氏
は
、
そ
の
後
、
名
大
病
院
に
戻

る
と
、
２
０
１
２
年
、
薬
学
教
育
６
年
制
初
の
卒
業
生
が
誕

生
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
国
立
大
学
病
院
で
は
初
と
な
る
レ

ジ
デ
ン
ト
制
度
を
設
立
さ
せ
た
。
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専
門
薬
剤
師
の
認
定
要
件
を
満
た
せ
る

レ
ベ
ル
に
達
す
る
充
実
し
た
研
修
内
容

　

で
は
、
名
大
病
院
に
お
け
る
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
と
は
、
ど

う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

「
当
院
に
お
け
る
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
理
念
は
、『
薬
剤
師
と

し
て
の
人
格
を
涵
養
し
、
一
般
的
な
疾
病
の
標
準
的
薬
物
療

法
を
理
解
し
、
そ
の
有
効
性
と
安
全
性
を
最
大
と
す
る
た
め

の
薬
学
的
管
理
に
対
応
で
き
る
薬
剤
師
を
育
成
す
る
』
で
す

（【
資
料
１
】）」

　

そ
の
理
念
の
達
成
に
向
け
て
設
け
ら
れ
た
２
年
間
に
わ
た

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
期
研
修
（【
資
料
２
】）
と
後
期
研
修

（【
資
料
３
】）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
１
年
目
の
前
期
研
修
で
は
、
基
本
的
な
臨
床
能
力
と
専
門

性
を
修
得
す
べ
く
、
午
前
中
は
調
剤
や
製
剤
を
学
び
、
午
後

は
３
ヵ
月
を
１
病
棟
と
し
て
外
科
系
、
内
科
系
両
方
の
病
棟

業
務
に
就
き
ま
す
。

　

２
年
目
の
後
期
研
修
は
専
門
コ
ー
ス
。
た
と
え
ば
、
が
ん

や
精
神
科
な
ど
、
関
心
の
あ
る
分
野
を
自
分
で
選
び
、
関
連

す
る
病
棟
を
ま
わ
り
ま
す
」

　

日
本
医
療
薬
学
会
が
認
定
す
る
薬
物
療
法
専
門
薬
剤
師
認

定
制
度
の
研
修
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
16
領
域
1

 
5
 4 

疾
患
の
リ
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
４
領
域
50

症
例
以
上
の
経
験
で
認
定
申
請
要
件
を
満
た
せ
る
が
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
前
期
研
修
で
は
、
な
ん
と
12
領
域
も
の
疾
患
を

学
べ
る
。

「
個
別
の
疾
患
数
で
は
平
均
33
、
症
例
数
で
は
平
均
55
の
経

験
が
可
能
。
つ
ま
り
、
薬
物
療
法
専
門
薬
剤
師
の
認
定
申
請

要
件
を
十
分
に
満
た
せ
る
く
ら
い
の
臨
床
経
験
が
積
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
」

全
国
か
ら
集
ま
る
レ
ジ
デ
ン
ト
た
ち

薬
局
薬
剤
師
を
め
ざ
す
者
も

　

名
大
病
院
の
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
２
０
１
８
年
、
山
田
氏
が
制
度
の
自
己
評
価
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
見
え
て
き
た
そ
う
だ
。

「
レ
ジ
デ
ン
ト
応
募
者
を
出
身
大
学
所
在
地
別
に
集
計
し
て

み
る
と
、
当
院
の
所
在
す
る
中
部
地
方
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北

地
方
か
ら
九
州
地
方
ま
で
広
範
囲
か
ら
応
募
者
が
集
ま
っ
て

き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
（【
資
料
４
】）」

2002年 金沢大学薬学部教授
2004年 金沢大学大学院自然科学研究科教授
2007年 名古屋大学医学部附属病院教授・薬剤部長
 名古屋大学大学院医学系研究科医療薬学教授（併任）
 名城大学客員教授
 名古屋大学医学部附属病院病院長補佐

PROFILE
やまだ・きよふみ
1981年 名城大学薬学部卒業
1983年 名城大学大学院薬学研究科修士課程修了
 大塚製薬株式会社徳島研究所研究員
1987年 米国ジョンズ・ホプキンス大学医学部留学
1993年 名古屋大学医学部附属病院薬剤部文部技官薬剤師
1998年 名古屋大学医学部附属病院助教授・副薬剤部長

６年制薬学教育を受けた薬剤師の
卒後臨床研修制度として2012年に設立
〈理念〉
薬剤師としての人格を涵養し、一般的な疾病の標準的薬物療法を理解し、その
有効性と安全性を最大とするための薬学的管理に対応できる薬剤師を育成する

〈基本方針〉
将来専門とする分野や進路にかかわりなく、チーム医療の実践力など (1) すべ
ての薬剤師が身につけるべき基本的臨床能力と専門性、(2) Pharmacist-
Scientistとしての科学的思考力の修得を目標とする

〈研修プログラム〉
(1) 前期研修：医療薬学一般コース（PGY1）
臨床薬剤師としての基本的な臨床能力と専門性を修得する（日本医療薬学会の薬
物療法専門薬剤師養成研修カリキュラムに準ずる）

(2) 後期研修：医療薬学専門コース（PGY2）
より専門性の高い臨床薬剤師の業務を経験することで、質の高いチーム医療を実
践できる高度な知識並びに技能を修得する
　①薬物療法専門コース　②がん専門コース　　③感染制御専門コース
　④精神科専門コース　　⑤糖尿病専門コース　⑥栄養サポート専門コース

【資料1】 名大病院の薬剤師レジデント制度



　

修
了
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
病
院
で
働
こ
う
と

考
え
る
薬
剤
師
で
占
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

た
が
、
薬
局
へ
就
職
す
る
薬
剤
師
も
い
た
と
い
う
。

「『
薬
学
部
を
卒
業
後
、
薬
局
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
薬
局
で
働
き
始
め
る
と
、
疾
患
に
関
す
る
知
識

も
不
足
し
て
い
る
し
、
医
師
が
何
を
考
え
て
処
方
す
る
の
か

も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
名
大
病
院
で
勉
強
し
よ
う
と

思
っ
た
』
と
話
す
レ
ジ
デ
ン
ト
が
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
す
る
理
由
は
各
々
違
い
ま
す
が
、
皆
、
自
分

な
り
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
最
初
に
受
け
よ
う
と
レ

ジ
デ
ン
ト
制
度
に
応
募
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　

山
田
氏
は
、
自
己
評
価
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
、
第
三
者

の
専
門
家
を
外
部
評
価
委
員
会
に
招
き
、
外
部
評
価
も
実
施

し
た
。

「
外
部
の
先
生
方
か
ら
は
、
た
と
え
ば
、『
薬
局
と
の
地
域
連

携
も
実
施
す
べ
き
だ
』、『
医
師
か
ら
も
評
価
を
受
け
た
ほ
う

が
良
い
』
な
ど
と
い
っ
た
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研
修
部
門

午前：
薬剤部内業務

調剤／注射 製剤 調剤／注射 製剤
DI室：1週間　　　試験室：2週間　　適宜行う

午後：病棟業務 1病棟目 2病棟目 3病棟目 4病棟目
時間外（休日）業務 月１回程度（平日振替休）

研
修
課
題

課題／ガイドライン 高血圧・
抗凝固薬

糖尿病・
脂質異常

感染症・
抗生剤

栄養・
輸液

TDM
対象薬

がん（疼痛
管理含む）

精神・
高齢者

医学部臨床薬理学 
講義

論文紹介 論文紹介　（発表1回を含む）

臨床研究 研究テーマの選定 倫理委員会
への申請 データ収集・解析 薬学会

要旨締切 薬学会データ収集・解析

症例報告会 毎週　2名

症例報告書 年間：20症例 提出

自己研鑽サマリー 提出 提出

中間報告会 中間
報告会

成果報告会 成果
報告会

研
修
評
価

自己評価票 提出 提出 提出 提出
指導者評価票 提出 提出 提出 提出
指導体制評価票 提出 提出 提出 提出
部長面談 部長面談 部長面談 部長面談

研修修了審査 修了審査

【資料3】 後期研修（医療薬学専門コース PGY2）スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研
修
部
門

午前：
薬剤部内業務

研
修
オ
リ

調剤
注射
製剤

（各2週間）

調剤／注射 製剤 調剤／注射 製剤
DI室：1週間　　麻薬室／OPE：1週間　　試験室／ICU：2週間　　適宜行う

午後：病棟業務 1病棟目 2病棟目 3病棟目＋アドバンス
時間外（休日）業務 月１回程度（平日振替休）

研
修
課
題

課題／ガイドライン 高血圧・
抗凝固薬

糖尿病・
脂質異常

感染症・
抗生剤

栄養・
輸液

TDM
対象薬

がん・
疼痛管理

精神・
高齢者

医学部臨床薬理学 
講義

論文紹介 論文紹介　（発表1回を含む）

臨床研究 研究計画書の作成 倫理委員会
への申請 データ収集・解析

症例報告会 毎週2名

症例報告書 年間：20症例 提出

自己研鑽サマリー 提出 提出

中間報告会 中間
報告会

成果報告会 成果
報告会

研
修
評
価

自己評価票 提出 提出 提出 提出
指導者評価票 提出 提出 提出 提出
指導体制評価票 提出 提出 提出 提出
部長面談 面談 面談 面談

研修修了審査 審査

【資料2】 前期研修（医療薬学一般コース PGY1）スケジュール

（N=107）

東北：3名

関東：23名

北陸：7名

近畿：18名

中部：47名

四国：2名

中国：1名

九州：6名

【資料4】 薬剤師レジデント応募者（出身大学所在地別）

応募者数 前期レジデント 倍率

2012年度 7 6 1.2
2013年度※ 16 9 1.8
2014年度※ 18 8 2.3
2015年度※ 25 8 3.1
2016年度※ 22 8 2.8
2017年度※ 19 8 2.4

レポート提出

チーム医療カンファレンス チーム医療カンファレンス

※増員・欠員補充等により任期付正職員も同時採用

遺伝子実習
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卒
前
や
卒
後
の
実
習
や
研
修
に

連
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
提
案

　

山
田
氏
が
す
ご
い
の
は
、
自
己
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果

を
受
け
、
さ
ら
に
は
現
在
の
薬
剤
師
に
か
か
る
臨
床
教
育
の

問
題
点
を
考
慮
し
て
、
あ
る
べ
き
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
姿
を

取
り
ま
と
め
た
こ
と
だ
。

「
今
、
薬
剤
師
の
臨
床
教
育
に
関
し
て
は
、
薬
学
部
の
実
務

実
習
（
卒
前
実
習
）
と
卒
後
の
専
門
薬
剤
師
研
修
や
生
涯
学

習
、
我
々
が
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
が
存

在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま

せ
ん
（【
資
料
５
】）。

　

そ
こ
で
、
将
来
的
に
は
、
卒
前
実
習
↓
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン

ト
制
度
↓
専
門
薬
剤
師
研
修
を
連
携
・
接
続
さ
せ
て
連
続
性

を
持
た
せ
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
薬
剤
師
を
育
成
す
べ
き
だ
と
日

本
学
術
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
（【
資
料
６
】）」

　

も
し
、
山
田
氏
の
提
案
が
実
現
す
れ
ば
、
薬
剤
師
臨
床
教

育
の
レ
ベ
ル
は
格
段
に
向
上
す
る
に
違
い
な
い
。

患
者
の
た
め
に
動
け
る
薬
剤
師
が

レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
も
と
に
誕
生

　

こ
れ
ま
で
に
名
大
病
院
の
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
修
了
し
て

い
っ
た
薬
剤
師
は
57
名
。
皆
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持

っ
た
人
々
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
山
田
氏
に
は
中
で
も
特
に
印

象
に
残
っ
た
レ
ジ
デ
ン
ト
が
い
る
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い
こ
ろ
、
す
で
に
東
北
地
方

の
病
院
で
働
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
力
を
つ

け
て
被
災
地
で
活
躍
し
た
い
と
、
職
を
辞
し
て
当
院
に
来
た

方
が
い
ま
し
た
。

　

彼
が
、
I
C
U
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
へ
の
輸
液
管
理
に

つ
い
て
、
医
師
に
何
度
も
提
案
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
効
果
は
な
か
な
か
現
れ
な
い
。
患
者
さ

ん
の
意
識
レ
ベ
ル
は
悪
く
、
予
後
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

状
況
で
の
提
案
に
、
私
は
一
瞬
、
彼
の
自
己
満
足
に
よ
る
行

為
で
は
な
い
か
と
思
い
、
繰
り
返
し
提
案
す
る
理
由
を
尋
ね

た
の
で
す
。

　

す
る
と
、
彼
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。『
最
後
に
一
瞬
だ
け

で
も
意
識
を
取
り
戻
さ
せ
、
一
言
、
ご
家
族
と
話
を
さ
せ
て

あ
げ
た
か
っ
た
』
と 

―
―
。
薬
剤
師
の
使
命
は
、
薬
学
的
な

管
理
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
に
努
め
る
こ
と
に

尽
き
ま
す
が
、
そ
の
意
味
を
真
に
理
解
し
、
患
者
さ
ん
の
た

め
に
動
く
薬
剤
師
が
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
も
と
に
現
れ
た
の

だ
と
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

３
ヵ
月
で
修
了
す
る
コ
ー
ス
を
創
設
し

薬
局
薬
剤
師
を
受
け
入
れ
る

　

実
は
山
田
氏
が
今
、
注
力
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、

同
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
〝
簡
易
版
〞
を
つ
く
っ
て
実
施
し

て
い
る
薬
局
薬
剤
師
の
受
け
入
れ
だ
。

「
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
私
は
薬
局
の
経
営
者
の
方
々
へ
向

け
て
『
ぜ
ひ
、
１
年
間
で
い
い
の
で
当
院
に
研
修
生
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
』
と
お
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
薬
局

側
か
ら
は
『
１
年
間
は
厳
し
い
』
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
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【資料5】 薬剤師の卒後初期研修の現状と問題点

【資料6】 薬剤師の職能将来像に向けた卒後初期研修体制の整備

CBT／OSCE

CBT／OSCE

病院・薬局
実習生

病院・薬局
実習生

薬剤師
Pharm D

現状の卒後初期研修の問題点
１. 法的位置づけのない自律的研修である
２. 研修カリキュラムが不透明で質保証なし（認証・評価が未実施）
３. 卒前実習、専門薬剤師教育、生涯学習との連携・接続がない

卒後初期研修に関する提案
１. 研修制度の透明化、質保証　→　自己評価・外部評価
2. 卒前実習、専門薬剤師研修、生涯学習との連携・接続
3. 法的位置づけを明確化

臨床薬剤師 専門薬剤師

学会・職能団体・薬剤師研修センター認定
CPCによる第三者認証

学会・職能団体・薬剤師研修センター認定
CPCによる第三者認証

指導薬剤師

薬剤師国家試験

薬剤師国家試験

生涯学習（日薬 JPALS） 薬剤師研修センタ 薬剤師生涯学習達成度確認試験タ 成生涯学習（日薬・JPALS）、薬剤師研修センター・薬剤師生涯学習達成度確認試験
薬系大学／団体 生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)度認 三薬系大学／団体・生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)

生涯学習（日薬 JPALS） 薬剤師研修センタ 薬剤師生涯学習達成度確認試験タ 成生涯学習（日薬・JPALS）、薬剤師研修センター・薬剤師生涯学習達成度確認試験
薬系大学／団体 生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)度認 三薬系大学／団体・生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)

日病薬・病院薬学認定薬剤師制度

卒前実習

卒前実習

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定試験

認定試験

認定試験

認定試験

た
の
で
す
」

　

そ
こ
で
山
田
氏
は
、
な
ん
と
３
ヵ
月
で
修
了
す
る
研
修
の

提
供
を
始
め
る
。
名
大
病
院
の
研
修
で
は
、
３
ヵ
月
で
１
病

棟
、
１
年
間
で
３
病
棟
を
ま
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
薬
局
向

け
の
３
ヵ
月
の
研
修
で
は
１
病
棟
し
か
ま
わ
れ
な
い
が
、
そ

れ
で
も
臨
床
に
か
か
わ
る
場
面
の
少
な
い
薬
局
薬
剤
師
に
と

っ
て
経
験
す
る
の
と
し
な
い
の
と
で
は
、
後
に
雲
泥
の
差
と

な
っ
て
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
た
と
え
ば
、
薬
局
で
調
剤
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
医
師

の
処
方
意
図
を
理
解
す
る
に
は
、
病
院
で
臨
床
を
学
ん
だ
経

験
が
存
分
に
生
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
『
ど
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
歩
む
に
せ
よ
、
何
十
年
も
薬

剤
師
と
し
て
働
く
ス
タ
ー
ト
地
点
に
お
い
て
、
死
に
物
狂
い

で
臨
床
経
験
を
積
む
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
！
』。
薬
学
部

の
学
生
や
若
い
薬
剤
師
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
声

で
言
い
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
」

薬剤師

専門薬剤師 指導薬剤師

薬物療法
認定薬剤師

薬物療法
認定薬剤師

専門薬剤師

専門薬剤師

日病薬日病薬・
専門薬剤師研修専門専門薬剤師研修

医療薬学会医療医療薬学会・
専門薬剤師研修専門専門薬剤師研修

日病薬日病薬・
専門薬剤師研修専門薬剤師研修

医療薬学会医療薬学会・
専門薬剤師研修専門薬剤師研修

日病薬・病院薬学認定薬剤師制度

研究・指導業績績

研究・指導実績績

研究・指導業績績

研究・指導実績績

レジデント制度
・卒後初期研修修

レジデント制度度
・卒後初期研研修
・専門薬剤師師研修
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